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事業報告５ 



事業報告５の内容 

・ビデオ上映（約１５分） 

・法人経営にかかる課題等 

・各事業所の活動報告 
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法人経営の課題 
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拠点 人 支援 お金 防災 その他 

支援者の体制について 

①男性の正職員率に対し、女性の正職員率は低  
く、女性利用者の宿泊や緊急時の支援に難しさ
がある 

 

②24時間365日の支援に耐えうる働き方の仕組
みが必要 
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拠点 人 支援 お金 防災 その他 

法令厳格化と施設整備 

①消防法と建築基準法の厳格適用のなか、これま
で通りの「賃貸物件を改修」という方法では対応
しきれなくなってきた。 

 

②支援現場の環境整備を進め、利用者さんにとっ
て過ごしやすい環境を作っていきたい 
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拠点 人 支援 お金 防災 その他 

平日日中外のニーズに対して 

①平日の夕方、土日祝、緊急時など、平日日中以
外の時間帯に対しの支援ニーズが高まっている 

 

②多様な宿泊支援のあり方が求められている 
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拠点 人 お金 防災 その他 

初期コストの増加に対して 

①拠点の項での通り「賃貸物件を改修」だけでは
施設を作れなくなってきた。初期投資が伴う施設
整備を実施する必要が高くなってきた。 

 

②より効率的な経営の実現が求められている。 

支援 
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拠点 人 支援 お金 防災 その他 

緊急連絡と備蓄について 

①大災害発災時にも出来るだけ確実に連絡がとれ
るツールの導入と利用が求められている。 

 

②少なくとも３日間は施設内で過ごせる食料飲料
等の備蓄を整備していく。 
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拠点 人 支援 お金 防災 その他 

情報発信について 

①人材確保の点から、地域との協働事業の点から、
福祉法人に求められる透明性の点などから… 積
極的な情報発信が求められている。 

 

②コアラハウスが活動を開始した１８年前とは社
会状況が異なるため、よりよい情報発信の方法を
考える必要がある。 



こあら・とまと・ぽこｶﾌｪﾁｰﾑ 

Flapﾎﾞﾀﾝﾁｰﾑ・チームあま 

ゆめさぽ＆美ら・ぽると 

 

各事業所の活動報告 
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コアラハウス（生活介護） 

平成26年度主な取り組み報告 

部署を越え、個々にあった取り組みを目指して 

• 荒子ビル内（第３ｺｱﾗととまと）で利用者さんの個性に合

わせ４つのグループを作り実践に取り組んだ 

３６５日の支援を目指して 

• 日曜通所、特別通所日の設定日数の拡大。平均月４回の日

曜開所＋祝日の開所＋夏季冬季の特別開所を実施 
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コアラハウス（生活介護） 

平成26年度からの主な課題 

年齢、体力、キャラクターにあった活
動の必要性をより強く感じている 

休憩時間をどう有意義に過ごせるか、
DVD鑑賞、リハビリ運動、ダイエット
などに取り組んだが、さらなる充実が
求められている 
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ゆめとまと（生活介護） 

平成26年度主な取り組み報告 

より個性に合った活躍の場を目指して、活動内容、

場所をリノベーション!! 

• 野菜袋詰、割り箸、紙すき、食器洗浄、清掃請負、うどんづくり、

畑作業、物品管理などの取り組みを新しいグループで実施 

健康を意識した活動 

• 毎日の継続した運動（ダイエット）大作戦として、朝の１０分

ウォーキング＆昼のアニソンエクササイズを実施 
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ゆめとまと（生活介護） 

平成26年度からの主な課題 

個々の活動のマッチング。活動の幅は
増えたが、それが個々のプラスに繋
がっているか。 

取り組み時間は充実してきたが、休憩
やその他の時間の過ごし方に改善の余
地が多くある。 
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チームあま（生活介護） 

平成26年度主な取り組み報告 

新部署としての基盤づくり 

• 安心、安定、安全に取り組める実践の提案 

• 個々の個性、ペースを尊重して活動基盤づくりに取組んだ 

繋がる活動へのチャレンジ 

• 療育活動、内職作業に加え、新拠点の土地柄を活かせる農作

業、園芸にチャレンジし、今後の活動に繋がる可能性を模索

した 
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チームあま（生活介護） 

平成26年度からの主な課題 

農作業や園芸など、新拠点で実施する
活動の具体的構想 

様々な個性が発揮できる取り組みや環
境づくり 
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Flap・ボタンCafe 

平成26年度主な取り組み報告 

みんなの胃袋、ガッツリつかみます!! 

• 日々約80名分の昼食提供をしっかりこなす（F） 

• 新メニューを取り入れ、日々30～50食を提供（ﾎﾞ） 

縁の下の力持ちとして（F） 

• ボタン、美ら、ぽるとの食事を作るｾﾝﾄﾗﾙｷｯﾁﾝ  

• 裏方業務（箸袋・伝票作り、ﾀｵﾙ洗濯）の実施 
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Flap・ボタンCafé（就労継続B型） 

平成26年度からの主な課題 

増える昼食数と、複雑化する業務に対
応できる現場実践の整理と見直し（F） 
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利用者、スタッフ増に対応できる作業
環境（厨房等）の工夫（F・ﾎﾞ） 

ﾗﾝﾁﾀｲﾑ以外の利用者さんの仕事につな
がる売上の確保（ﾎﾞ） 



ぽこカフェチーム（就労継続B型） 

平成26年度主な取り組み報告 

利用者さんの仕事の幅を拡げたい 

• もっとアイリスで働こう!! 5名⇒10名へ 

• よりフィットした仕事を ボタンカフェへ出向 

持続可能なお店として 

• ぽこで作り、売れるところで売る!!  

• お店のみに関わる人手の省力化、効率化 
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ぽこカフェチーム（就労継続B型） 

平成26年度からの主な課題 

年齢、キャラクター等が異なる同士、
一緒に仕事をすることでプラスも多い
が、逆もまたある。 

「福祉的視点」と「顧客的視点」の 

はざまで揺れる想い、そして 

迷う現場。 
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ゆめさぽ・美ら（ヘルプ・ショート） 

平成26年度主な取り組み報告 

さ）ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの確立と安心できる環境づくり 

• 常連化からお気に入りの場所を３つは作ろう!! 

• 通院、理髪など暮らしの自立に向けた取組み 

美）いざという時に使える安心の場 

• ゆめさぽの充実を受け、美らは安心の場としての役割 

• 住まいに向けた自立の場へ（住まいに近い環境を整備） 
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ゆめさぽ・美ら（ヘルプ・ショート） 

平成26年度からの主な課題 

さ）年齢等によって楽しめる内容や活
動時間に変化が出てきた。より個別単
位での活動が求められている。 

美）利用者数の増加、家庭環境の変化
に柔軟に対応できる仕組みと、その仕
組みの継続的な実施。 
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ぽるとわーる（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ） 

平成26年度主な取り組み報告 

個々の楽しみや意思表示を増やす 

• 入居者が楽しめ刺激になる工夫に努めた（本、動画等） 

• 小さくとも自己決定出来る機会づくり（水やお茶、他等） 

季節にちなんだイベントの実施 

• ハロウィンやクリスマス等の飾り付けを入居者で実施し雰

囲気を楽しんだ 
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ぽるとわーる（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ） 

平成26年度からの主な課題 

次の住まいの開設に向け、スーパー支
援者に依らない、持続可能な支援者体
制を確立させていく必要がある。 

さらに充実した個々人の時間を過ごし
てもらうべく、楽しみや意思表示の機
会を増やす必要がある。 
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事業報告終了 
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釜石児童館 イメージ図 
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釜石児童館 写真集 
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釜石児童館 写真集 

28 



釜石児童館 写真集 
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釜石児童館 写真集 
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釜石児童館 写真集 
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釜石児童館 写真集 
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グループホーム候補地 
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円のあたりで探しています 
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探している物件は 

土地の場合 

・約100坪～で、住宅密集地でない所 

・30年以上の契約が出来ること 

・地主さんが建ててくださるとなおよい 

建物の場合 

・平屋または2階建てのべ床200㎡未満 

・改修工事をさせていただけること 

・住宅密集地でない所 

・出来るだけ長くお借り出来ること 
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